
一般会計

病院事業 水道事業

簡易水道事業 下水道事業

国民健康保険事業 後期高齢者医療事業

介護保険事業 電気事業

島根県市町村総合事務組合 島根県後期高齢者医療広域連合

安来市土地開発公社

(一)夢ランドしらさぎ振興事業団(一)安来ふるさと公社

(有)やすぎ千軒 (公)加納美術振興財団

(財)安来市開発公社 (福)太陽とみどりの里

連　結　対　象　範　囲

連
結
会
計

市
全
体

普通会計

公営事業会計

一部事務組合・広域連合

地方三公社

第三セクター等

期首資金残高

前年度の資金残高

　市税・交付税など

　　－人件費・物件費など

　公共資産整備に係る借入等

　　－公共資産整備に係る支出

　貸付金回収・借入等

　　－借入金返済額・貸付金など

期末資金残高

＝貸借対照表の資金 49.1 43.5

△ 7.7

△ 48.6

億円 億円

当
年
度
増
減
額

0.0

49.2 44.8

57.4 55.0

△ 7.5

３．投資・財務的収支
△ 50.0

１．経常的収支

２．公共資産整備収支

翌年度繰上げ充用金増減額
0.0

連結会計

市全体

億円 億円

期首純資産残高

前年度の期末純資産残高

純経常行政コスト △

=(経常行政コスト-経常収益)

調達財源

市税・国県補助金など

その他

資産評価替えによる変動など

期末純資産残高

＝貸借対照表の純資産合計 815.4 802.2

億円 億円

808.4 795.1

266.3 238.1

△ 2.3 △ 1.2

257.0 229.8

連結会計

市全体

億円 億円

当
年
度
増
減
額

１．人にかかるコスト

人件費・退職手当引当金繰入など

２．物にかかるコスト

物件費・減価償却費など

３．移転支出的なコスト

社会保障給付・補助金など

４．その他のコスト

支払利息など

経常行政コスト合計

使用料・手数料等

施設使用料、証明手数料など

分担金・負担金・寄付金

国県からの交付金含む

保険料

国民健康保険税、介護保険料等

事業収益

病院入院・外来、上下水道料など

その他

経常収益合計

純経常行政コスト

（経常行政コスト－経常収益） 257.0 229.8

1.3 1.1

140.5 104.9

億円 億円

68.2 42.9

20.2 20.2

44.5 34.4

397.5 334.7

億円 億円

6.3 6.3

経常行政コスト

経常収益

連結会計

市全体

連結会計

市全体

億円 億円

68.5 63.7

111.0 106.5

205.6 154.4

12.4 10.1

◆ 市民一人あたりの 資産

◆ 負債

◆ 純資産〃 203万円 200万円

〃 172万円 170万円

連結会計

375万円

市全体
分析指標（一例）

370万円

うち　翌年度償還予定額

うち　資金

純資産合計

連結会計

連結会計

【これまでの世代の負担】

資産の部

【これまでに形成された資産】

負債の部

【将来世代の負担】

純資産の部

連結会計

土地・建物など

未利用地など

１
公

共
資

産

１
固

定
負

債

（1）借入金（地方債）

（2）退職手当引当金等

２　流動負債２
投

資
等

（1）固定資産

（2）売却可能資産

（1）投資及び出資金

（2）貸付金

（3）基金等

（4）その他

市全体

540.1 540.1

67.8 60.0

億円億円

４　繰延勘定

億円 億円

市全体

5.0 5.0

2.2 3.6

1,325.3 1,323.1

億円 億円

翌々年度以降の返済額

全職員退職時の必要額等

2.4 2.4

107.2

３　流動資産 62.7 49.0

49.1 43.5

億円 億円

1,508.3 1,486.4

市全体

億円 億円

815.4 802.2

1,508.3 1,486.4

負債及び純資産合計資産合計

85.0 84.1

55.0 55.0

0.0 0.0

692.9 684.2

億円 億円負債合計99.6

3.5 3.7

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 連結会計とは、普通会計（一般会計）のほか、国民健康保険事業や水道事業、病院事

業といった安来市全体の会計に加えて、安来市と連携・協力して行政サービスを提供して

いる関係団体を一つの行政サービス実施主体とみなした会計です。 

貸借対照表 

 貸借対照表とは、年度末時点で保有している土地・建物などの資産と、それを形成

する借入金などの調達財源（負債・純資産）の状況を示したものです。 

行政コスト計算書 純資産変動計算書 

資金収支計算書 

 行政コスト計算書は、資産形成につなが

らない人的サービスや給付サービスなど、１

年間の行政サービスに費やされたコストと

その行政サービスで直接得られた使用料・

手数料などの財源を示したものです。 

 純資産変動計算書は、貸借対照表の純

資産（資産と負債の差額）の一年間の変動

内容を示したものです。 

 資金収支計算書は、１年間の現金の

流れを示しています。 

※詳しくは「新地方公会計制度に基づく総務省方式改訂モデルによる 安来市の財務書類」をご覧ください。 

連結会計 財務４表からみた安来市（平成 28 年 3 月 31 日現在） 

市民一人あたりの・・・ 

 平成 28 年 3 月 31 日人口：40,187 人 


